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特
許 
権 

  
判決年月日 

 
令和３年１月１４日 

  
 

知財高裁第２部 

 
事 件 番 号      令和２年(行ケ)第１００６６号 

○ 発明の名称を「２軸ヒンジ並びにこの２軸ヒンジを用いた端末機器」とする特許に

ついて，進歩性欠如を理由に無効とした審決の一部を取り消した事例。 

（事件類型）審決（無効）取消  （結論）一部取消 

（関連条文）特許法２９条２項 

（関連する権利番号等）特許第５８９２５７３号 

判 決 要 旨 

１ 本件は，発明の名称を「２軸ヒンジ並びにこの２軸ヒンジを用いた端末機器」とする

特許を無効とした審決の取消訴訟であり，争点は，進歩性の有無である。 

２ 本判決は，概略，以下のとおり判示して，審決のうち請求項１に係る部分を維持した

が，請求項２及び３に係る部分を取り消した。 

(1) 取消事由１のうち甲１発明を主引用発明とした場合の請求項１に係る発明（以下「本件

発明１」という。）の進歩性について  

  ア 本件発明１と甲１発明との間には，相違点１’及び相違点２が存在するが，相違点１’

は，以下のとおりである。  

本件発明１は，「前記第１ヒンジシャフト及び又は前記第２ヒンジシャフトの回転時にフリ

クショントルクを発生させるフリクショントルク発生手段」を設け，同フリクション発生手段

が「前記第１ヒンジシャフト及び前記第２ヒンジシャフトの各フランジ側と前記選択的回転規

制手段の一方の側に設けたところの前記第１ヒンジシャフトと前記第２ヒンジシャフトを回

転可能に挿通させた第１軸受孔と第２軸受孔を有するフリクションプレートと，前記フリクシ

ョンプレートの隣に前記第１ヒンジシャフトに対し軸方向にスライド可能であるが回転を拘

束させて取り付けたフリクションワッシャーと，前記フリクションプレートの隣に前記第２ヒ

ンジシャフトに対し軸方向へスライド可能であるが，回転を拘束させて取り付けたフリクショ

ンワッシャーを有するもの」であり，また，本件発明１の「弾性手段」は，「吸い込み手段」

と「フリクショントルク発生手段」の「両方に作用する」ものであるのに対し，甲１発明は，

「前記第１軸部１１１上に設置されて回転トルクを提供する第１トルク装置２１と，前記第２

軸部１２１上に設置されて回転トルクを提供する第２トルク装置２２と」が，「支持片５１２

の外側面に接触する」「前記第１自動閉合輪２１３及び前記第２自動閉合輪２２３に接して設

けられており，また，「前記第１自動閉合輪２１３及び前記第２自動閉合輪２２３を圧迫」す

るものとされている点。  

  イ 相違点１’の判断  

(ｱ) 特許請求の範囲請求項１の記載及び本件明細書の記載からすると，本件発明１にお

いては，フリクショントルクは，フリクショントルク発生手段のみによって発生するのではな

く，少なくとも吸い込み手段からも発生しているというべきであり，したがって，本件発明１
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の「フリクショントルク」とは，任意の開閉角度で自由に停止保持させることを可能とするフ

リクショントルクを意味するが，同フリクショントルクを「フリクショントルク発生手段」の

みによって発生する必要はないというべきである。そして，ヒンジが上記のフリクショントル

クを発生させており，同ヒンジにおいて，フリクショントルクのほとんどを発生させているな

ど，同ヒンジのフリクショントルク発生機能を担っていると明確に認識できる部材がない場合

は，同フリクショントルクを発生させる部材であって，特許請求の範囲の請求項１に記載され

た構成を有する部材であれば，本件発明１の「フリクショントルクを発生させるフリクション

トルク発生手段」に当たると解するのが相当である。  

   (ｲ) 甲１発明において，支持片５１１と第 1 ストッパ輪４１１・第２ストッパ輪４１２

の間，支持片５１１と第１位置制限カム５２１・第２位置制限カム５２２の間，第１位置制限

カム５２１・第２位置制限カム５２２と支持片５１２の間，支持片５１２と第１自動閉合輪２

１３・第２自動閉合輪２２３の間に摩擦が生じており，これらの摩擦が合わさることにより，

任意の開閉角度で自由に停止保持させることを可能とするフリクショントルクが発生してお

り，それらの間に生じる摩擦の程度については，いずれも同程度の面積の接触面から発生して

いるから，それらに顕著な差があるとは認められず，いずれかが，フリクショントルクのほと

んどを発生させているなど，ヒンジのフリクショントルク発生手段を担っていると明確に認識

できる部材であるということはできない。  

したがって，甲１発明の支持片５１１及び第 1 ストッパ輪４１１・第２ストッパ輪４１２は，

本件発明１の「フリクショントルクを発生させるフリクショントルク発生手段」に当たるとい

うべきである。  

  (ｳ) そして，甲１発明の第１トルク装置２１及び第２トルク装置２２は，本件発明１の

「弾性手段」に当たり，また，ストッパ機構４０及び支持片５１２は，第１トルク発生装置・

第２トルク発生装置によって圧迫されているから，甲１発明においては，「弾性手段」は，「吸

い込み手段」と「フリクショントルク発生手段」の双方に作用するといえる。  

(ｴ) 以上より，相違点１’は，実質的な相違点ということはできない。  

  ウ 相違点２の判断  

 当業者は，相違点２に係る甲１発明の構成を本件発明１の構成とすることを容易に想到する

ことができたといえる。  

  エ  よって，本件発明１は，甲１発明に基づき容易に発明することができたというべきで

ある。  

(2) 甲２発明を主引用発明とした場合の請求項２に係る発明（以下「本件発明２」という。）

の進歩性について  

  ア 本件発明２と甲２発明との間には，相違点Ａ及び相違点Ｂが存在するが，相違点Ａは，

以下のとおりである。  

本件発明２は，「第１ヒンジシャフト」と「第２ヒンジシャフト」とを「平行状態で互いに

回転可能となるように連結した部材」を「所定間隔を空けて設けられ」「て成る連結部材及び
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スライドガイド部材」とし，「第１ロックカム部材」，「第２ロックカム部材」及び「ロック

部材」は，「前記連結部材及び前記スライドガイド部材の間に」「設けられ」ており，しかも，

「ロック部材」は，「前記連結部材と前記スライドガイド部材に対しスライド可能に係合され

る」ものであるのに対し，甲２発明は，第１回転軸１１と第２回転軸２１とを平行状態で互い

に回転可能となるように連結する部材である「接続部材３」に対して，「第１当接部１１２」

及び「第２当接部２１２」は隣接して設けられ，また，「摺動位置決め部３４」は，「接続部

材３」の「軌道部３３に沿って摺動する」ように設けられている点。  

  イ 相違点Ａの判断  

甲２発明に係るヒンジは，接続部材３に接続される接続板４１と，同接続板４１に設置され，

それぞれ第１回転軸１１及び第２回転軸２１とが設置される第１嵌接部４２及び第２嵌接部

４３とを有する軸スリーブ４並びに同軸スリーブ４を収容するハウジング５を備えているこ

とが認められ，同部材により，第１回転軸１１及び第２回転軸２１を安定して平行状態で回転

可能に支持できるから，甲２発明においては，甲１文献記載の「２軸式ヒンジ（２軸ヒンジ）

において，第１回転軸１１と第２回転軸１２とを平行状態で互いに回転可能となるように

連結する，一対の支持片５１１，５１２の間に，第１位置制限カム５２１，第２位置制限

カム５２２及び一対の支持片５１１，５１２に対し，両側の短軸５３４により揺動可能で

ある切換片５３を設けることにより，第１回転軸１１と第２回転軸１２を交互に回転させ

るようにした点」との技術的事項（以下「甲１文献記載技術的事項２」という。）を適用する

必要はない。  

 甲１発明において，第１自動閉合輪２１３・第２自動閉合輪２２３，支持片５１２，切換片

５３は，機能的に連動しており，一体的に構成されているといえる。また，切換片５３，第１

位置制限カム５２１・第２位置制限カム５２２，支持片５１１，第１ストッパ輪４１２・第２

ストッパ輪４１１も，機能的に連動しており，一体的に構成されているといえ，さらに，これ

らの部材と上記の第１自動閉合輪２１３・第２自動閉合輪２２３，支持片５１２も一体的に構

成されているといえる。そして，上記の一体的に構成された部材から，支持片５１１及び支持

片５１２のみを取り出して，一対の支持片を有するという構成を甲２発明に適用する動機付け

はないというべきである。  

 甲２発明は，甲１発明のストッパ機構に相当する部材及び選択的回転規制手段を備えている

と認められるところ，甲１発明の上記の一体的に構成された部材は，ストッパ機構と選択的回

転規制手段を含むものであるから，甲１発明の上記の一体的に構成された部材を甲２発明に適

用しようする動機付けもないというべきである。  

したがって，甲２発明に甲１文献記載技術的事項２を適用する動機付けはないというべきで

あり，甲２発明の相違点Ａに係る構成を本件発明２の構成とすることが甲１文献により動機付

けられているということはできない。  

ウ よって，本件発明２が，甲２発明に甲１文献に記載された技術を適用して，容易に発

明できたということはできない。  
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